
 

   

 

      ご卒業おめでとうございます        

 この３月で小学部６年生、中学部３年生、高等部３年生が卒業を迎えます。一年間を通

して進路に関する取組が各学部で行われ、保護者の皆様にはさまざまな場面でご協力して

いただきありがとうございました。 

 今回は学校を卒業して４月より就労・就職していく高等部３年生に、就職活動や就労先

決定に至るまでの体験談をインタビューしてみました。大変だったことや頑張ったこと、

どのような手続きがあって誰に相談してきたのかなど、実体験をもとに答えてくれている

ので、今後の進路先を考えるときの参考にしたり、懇談会等での話題にしたりしてくださ

い。 

A さん（一般就労） 

Q 就労先が決まるまで頑張ったことは？ 

→大きな声で挨拶することと、仕事に早く慣れること。 

Q 実習で大変だったことは何ですか？ 

 →2週間仕事に行き続けること。 

Q 保護者の方とは進路先決定までどのような話をしましたか？ 

 →通勤方法、勤務時間について話をした。 

Q 学校の学習が役に立ったと思うことは？ 

 →報連相がしっかりできたことと、挨拶が大きな声でできた。 

Q 在校生の皆さんに一言 

 →学校生活は長いようであっという間なので 1日 1日を大切に笑顔で過ごしてください！ 

 

 

B さん（一般就労） 

Q 就労先が決まるまでがんばったことは？ 

 →元気な声で挨拶をすることと教えてもらったことを忘れないようにメモを取ることです。 

Q 学校生活で大変だったことは？ 

 →作業学習。きつい仕事もやり続けることでできるようになったし忍耐力がついた。 

Q 早くから力を付けておいたほうが良いことは？ 

 →コミュニケーション力があった方が良い。報連相ができるだけで、第一印象が良くなる 

Q 初給料で何をしたいですか？ 

 →３年生の皆でカラオケに行きたい！ 
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C さん（就労移行） 

Q 実習先を決めるのに大事にしたことは？ 

 →自分に合っている仕事を探すこと。 

Q 学校生活で大変だったことは？ 

 →現場実習で実習先で働くことを頑張りました。 

Q なぜ就労移行を選んだか？ 

 →まだ一般就労に向けてまだ足りていないところがあるので、就労移行で勉強していく。 

 
   

D さん（就労継続支援 B型事業所） 

Q どのようにして就労先を選んだか？ 

→見学に行かせていただいて気に入りました。作業内容も色々なことをやらせてもらえるから 

Q 実習に向けてがんばったことは？ 

 →実習でもやる洗い物や野菜の皮むきなどを家でもお手伝いでやりました。 

Q 進路決定に向けて学校生活でがんばったことは？ 

→言葉遣いを気をつけました。  

 

 

E さん（就労継続支援 B型事業所） 

Q どのようにして就労先を選んだか？ 

→担任の先生や進路の先生と学校で話して家庭で親と相談して決めた。 

Q 実習に向けてがんばったことは？ 

 →自分から挨拶することや報告を頑張りました。切り替えや柔軟性を持つことも頑張りました。 

Q 進路に向けて学校生活でがんばったことは？ 

→時間に間に合うようにトイレや着替えなど時計を見て行動する。 

 

 

F さん、保護者様（生活介護） 

Q 進路決定に向けて大切にしたことは？ 

→本人が過ごしやすい環境であるか。仕事の内容と日常生活の支援が適切にやっていただけ 

るかということをよく考えました。 

Q 進路決定に向けて大変だったことは？ 

 →通える事業所が、思ったより少なかったと感じました。また、実習で実際に通ってみて、思った 

以上に仕事があり大丈夫かと少し不安になりました。 

Q 進路決定に向けて早めに取り組んだ方がいいことは？ 

→興味がある事業所には、どんどん見学するといいと思います。また、利用されている人に意見   

を聞くのも参考になりますので、早めに行動されると良いです。 

 



 

   

 

●小学部でのキャリア教育ついて 

 小学部では、中学部・高等部への進学や将来の就労、社会参加に向けて基盤となる取組を、毎日の

学校生活の中で継続的に行うようにしています。その具体的な取組を紹介します。①～⑤どの取り組

みとも実習先、就労先から大切にしていることとご助言いただいています。 

① あいさつや返事をする 

あいさつは、人との適切なかかわりや、コミュニケーションの基礎的な力を付けるための第一歩で

す。教師や友達と「おはようございます」とあいさつを交わしたり、「ありがとう」「ごめんなさい」

など相手に身振り、声、言葉、表情等で伝えたりする経験を積み重ねていくようにしています。 

② 身の回りのことを自分で行う 

着替え、身辺整理（身の回りの片付け）、食事、排泄等、自分のことが自分でできると自信に繋がっ

たり、更にできることを増やそうと意欲的になったりします。一つ一つの動作を教師と確認し、一緒

に取り組んで、生活にかかわる基礎的な力を身に付けます。 

③ 係の仕事をする 

学級で必要な係活動は何かを教師や友達と一緒に考えたり知ったりして、毎日継続して取り組むこ

とで、自分の仕事という意識をもてるようにしたり、頑張っていることへの自信に繋げたりすること

ができるようにしています。 

④ 掃除をする 

給食前後に机を拭く、教室掃除では床の雑巾がけをするなどを行っています。また、授業でほう

き・塵取りやモップの使い方を学んで継続的に行い、実践に繋げていけるようにします。委員会活動

（４年生～６年生）では、中学部・高等部の生徒と一緒に学校の清掃活動に取り組んでいます。清掃

活動は係活動と同様に、共有の場をきれいに保つ、働く習慣を身に付ける、働く喜びを感じるなどが

できる活動になります。 

⑤ 仲間と一緒に活動する 

仲間と一緒に学んだり遊んだりするときの約束やルールを知り、それらを守ることで仲間とともに

楽しく活動したり生活したりできるようにします。身近な仲間とのかかわりの中で、社会のルールや

他者と行動することを学ぶ基礎となります。 
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●中学部での進路学習について 

 

中学部の作業学習では、働くことで『楽しさ』を感じ、ワクワクしながら作業学習に取り組むこと

を目標としています。 

そのために、仲間や教師と協同して作業に取り組むこと、自分の目標に向かって粘り強く取り組むこ

と、「できた！」という達成感を味わうこと、自分の役割を理解すること等を大切にしています。また、

３年間で３つの作業班を経験しさまざまな経験をして興味のあることや得意なことを見付けたり、知

ったりすることで可能性を広げられるようにしています。 

中学部の３年間で、働くことの楽しさを感じ、「働く人になるため」の土台作りをしていきたいと考

えています。 

 職業準備性ピラミッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇作業学習集中週間とハッピーマーケット 

  年間３回、作業学習集中週間とハッピーマーケット（販売体験）を設定しています。作業学習集

中週間では、一週間作業学習に取り組みます。長期間１日を通して作業を続けることで、継続して

働く体力を養ったり、自分の役割を理解したり、粘り強く作業ができるようにしたりすることを目

標として取り組んでいます。 

ハッピーマーケットでは、ものづくりの楽しさや働く意欲を高めるために、保護者の方にご協力

いただき、生徒の販売体験を実施しています。 

 

働くことで『楽しさ』を感じる。～ワクワクする作業学習に～ 
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 ２学期が始まり、高等部は、２学期に現場実習やインターンシップ、ぬくもり夢店（作業製品販売

会）等に取り組んできました。普段の学校生活や授業（作業学習等）で、自身の目標（課題）として

取り組んできたことが力になっているか確認したり、製品が売れる喜びやお客様とかかわることでや

りがいを感じたりすることができました。また、外部での販売会も行われ、当校の取組（作業製品等）

を地域の方に知っていただける機会となりました。 

 

◇ 高等部３年生 現場実習 （９／１１～９／２２） 

高等部３年生は、最後の現場実習に臨みました。「ここに通いたい」

「もっと上達したい」「どちらの事業所がいいのか迷う」など、いろい

ろな思いを感じながら２週間がんばってきました。今回の実習の評価や

卒業後の生活のイメージ等を踏まえ、進路先の決定に向けて、いよいよ

入社試験やサービス利用に向けた手続き（契約等）に進んでいきます。 

 

 

 

◇ 窯まつり 「ぬくもり夢店」  （１１／１１） 

きらきらハッピー窯まつり（学校祭）に

て、高等部は作業製品販売会（ぬくもり夢

店）を行いました。今年度は保護者の皆様

だけでなく、卒業生や外部の方にも多く来

店していただけました。売れる喜びや、接

客のあわただしさなど、販売会でしか得ら

れない成果があったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 生徒の感想 ＞ 

・緊張したけど楽しかった。（１年生） 

・挨拶とお客様に商品を説明することを頑張りました。挨拶では、「いらっしゃいませ」「ありがとうご

ざいました」を聞こえる声で言うことができました。（２年生） 

・去年と違った雰囲気で緊張したけど製品が完売できて嬉しかった （３年生） 

＜ 実習先からの評価 ＞ 

・作業が一つ一つ丁寧にでき、分からないこと、できないことを伝え

ることができ、とてもよかった。 

・体力、勤務態度ともに問題なく、前向きに取り組むことができた。 

・同じ職員が毎日対応はできないため、どの職員とでも活動に参加で

きるとよい。 

 



作業製品販売会、展示会！！ 

 

◇ 第３７回みずなみ福祉まつり 

１０月７日（土）、市民福祉センターハートピア

で開催された「みずなみ福祉まつり」にて、４年ぶ

りに校外で作業製品販売会（ぬくもり夢店）を行い

ました。今回は、紙工班と木工班の生徒が参加しま

した。地域の方が大勢来店し、お客様の声を直接聞

くこともでき、「やっぱり対面販売はいいな」と改

めて感じました。 

 

◇ 泉町文化祭 

１１月１９日（日）、セラトピア土岐

で開催された「泉町文化祭」にて、高

等部作業製品や作業学習班のパネルを

展示させていただきました。当日は各

種団体による催し物や地域の保育園、

学校、育成会等の作品展示等で盛り上

がっていました！ 

 

◇ 総文祭特別支援学校部門プレ大会 

第４８回全国高等学校総合文化祭が、来夏に岐阜県で開催

されます。その特別支援学校部門のプレ大会が、１１月２２

日（水）にぎふ清流文化プラザで開催され、当校は高等部作

業製品の販売という形で参加しました。今回は、職員のみで

販売しましたが、来年夏の本大会では生徒も参加しての販売

会を予定しています。 

 

お知らせ 

 

◇ 「進路についての Q＆A」を更新しました。 

進路相談会や進路説明会等で、よくある質問を Q＆A 形式でまとめました。    

学校ホームページ内に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東濃特別支援学校 HP → 進路支援 → 進路についての Q＆A 

 

学校 HP の QR コードです。 

スマートフォンの読み取り 

カメラ等からアクセスして 

みてください。 

◇ 学校 HP  ＵＲＬ： http://school.gifu-net. ed.jp/tono-sns/ 
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 １学期間、各学部においてさまざまな進路についての取り組みが進められてきました。その様子と

高等部２，３年生が現場実習に行っていただいた評価の一部を紹介します。 

高等部１年生 

６月２０日（月）から１週間、「校内作業実習」を行いました。「校内作業実習」では、作業態度を

身に付けること、仲間と協働して取り組むことを目的に実習を行いました。株式会社ホームセンター

バロー様、有限会社 西山紙器様より提供いただいた仕事に取り組み、働くとはどんなことなのか体

験ができた１週間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部２年生 

７月 3 日（月）より１週間、「現場実習」「企業内作業学習」を行いました。この実習では自己の適

性を見付けること、自立に向けた課題を知ることなどを目的に取り組んでいます。各自設定した目標

を意識して取り組み、自分の良いところ・課題点を振り返ることのできた実習でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・細かい注意点も守ることができ、報告することも徐々にできるようになりました。 

・時間を守り、5分前行動ができていた。 

・本人のやる気があり、作業を積極的に取り組むことができた。 

・前向きにコツコツと取り組む姿勢が良かった。 

・「挨拶」「返事」をもう少し大きな声で言えると良い。 

・「終わりました」等報告ができると良い。 

実習先からの評価 



高等部３年生 

６月 19 日（月）より２週間、「現場実習」を行いました。卒業後の進路決定に向けて課題の克服、

卒業後の生活に必要な能力や態度を身に付けることを目的として取り組みました。３年生は今回と９

月に行われる現場実習を経て、進路先を概ね決定していきます。進路に対するさまざまな期待や不安

をもって実習に臨む姿が見られ、家庭から事業所等への自力通勤、事業所内での身だしなみや作業態

度、帰宅後の帰宅連絡等においても最終学年として落ち着いて取り組むことができました。 

 今回の実習で受けた評価と向き合い、さらに成長した姿で次回の現場実習に臨めるよう、学校でも

支援していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部 

６月１2 日（月）より１週間、「作業集中週間」が行われました。制作活動を通して達成感や成就

感を感じること、粘り強く作業する力を身に付けることを目的に、学部全体で取り組むことができ

ました。１週間を通してじっくりと作業に取り組むことにより、見通しをもつことができたり、担

当する作業内容に慣れ、黙々と作業に取り組んだりすることができました。２学期にも予定されて

いるので全員で頑張っていきましょう。 

  
 

・本人からやる気をとても感じる。働くことに対しての気持ちもしっかり持てている。 

・作業に 1つ 1つ丁寧に取り組むことができる。 

・勤務態度、作業態度共に良く、挨拶や返事もしっかりとできた。 

・仕事に対する意欲や向上心が見られた。 

・コミュニケーションの基本の「挨拶」「返事」を元気にできるようになって欲しい。 

・いろいろなことにチャレンジできる気持ちを持って欲しい。 

実習先からの評価 
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高等部３年生と２年生が現場実習の前に職場等見学へ行ってきました。今回はその様子や生徒の感

想を紹介します。また、裏面には、高等部卒業後の生活（進路決定）を考える上で参考にしていただ

けるように、「当校高等部入学後から卒業後の生活まで」の大まかな流れ（高等部学校説明会で使用す

るものと同様のものです）について掲載しましたのでご活用ください。 

 

～ 職場等見学に行ってきました！ ～ 

高等部３年生 

４月２６日（水）に「こだまのいえ IP 北丘（グループホーム）、あいぽいんと新冨（グループホー

ム）、B 型あいぽいんと」のグループと「東濃障がい者就業・生活支援センター サテライトｔ」のグル

ープに分かれて見学へ行ってきました。職場環境や働いている人の様子だけでなく、グループホーム

や卒業後に利用できる支援機関を見学させていただき、将来の生活をイメージする貴重な機会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部２年生 

５月２６日（金）に「大東亜窯業株式会社」のグループと「どんぐり工房」のグループに分かれて

見学へ行ってきました。大東亜窯業株式会社では、卒業生の話も聞くことができ、7月の実習に向けて

いいイメージを持つことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サテライトｔでは、就労に関する支援

だけでなく生活に関する支援だけでなく

生活に関する支援も行っていることがわ

かった。     高等部３年Ｋさん 

 

グループホームはみんなと一緒に生活

して自立を目指すところだということが

わかった。    高等部３年Ｋさん 

生徒の感想 

 

初めて皿の作り方を知りました。多くの機械で

皿に模様をつけていることが分かりました。       

高等部２年Ｆさん 

 

暑い室内で皆さん立って作業をしていてすごい

と思った。いろいろな機械を使って１つの物を作

るのは、とても難しく大変だと思いました。 

高等部２年Ｔさん 

 

仕事をしている皆さんがとても楽しそうで楽し

い仕事もあるんだなと感じました。 

高等部２年生 Ｋさん 

生徒の感想 



 



 進路通信（ステップ）                           

       

 

 

 

 

 

進路支援部では、進路に関する情報や学校での取組を紹介していきます。お子様が卒業後も地域

で自分らしく生活していけるように、早い段階から将来の生活について考え、今できることや今か

ら始められることに少しずつ取り組ん

でいきましょう。 

今年度初めの進路通信は、卒業後の進

路について紹介します。特別支援学校高

等部卒業後の進路先には、主に『一般就

労』『福祉就労』『進学』があります。『福

祉就労』では、「Ａ型」「Ｂ型」「就労移行

支援」「生活介護」という福祉サービスを

利用することが多いです。表面の図表や

裏面の表をご確認ください。 

 

◇ 令和 4年度の高等部卒業生の進路先 

高等部卒業生３4人（一般９、福祉２4、未定１）※○内の数は、複数の事業所を利用する生徒を含む 

進路先 人数 進路先 人数 

一
般
事
業
所 

【正社員、パート等】 計 9 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

【就労継続支援 B型】 計 9 

サンエイ株式会社（小牧第２ファーム） 1 けやき可児 1 

株式会社 太陽社電気 1 つむぎ 1 

社会福祉法人陶都会 ドリーム陶都 1 就労継続支援 B型事業所 Gab 1 

トヨタループス株式会社（大口分室） 2 けやき 1 

大東亜窯業株式会社 1 第 2けやき 2 

株式会社 中島窯業 1 ライフワーク多治見 1 

株式会社ネクステージ（中部国際自動車大学校） 1 就労継続支援 B型事業所ミライク 1 

株式会社Wink 1 ドリームプラザ 1 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

【就労移行支援】 計 4 【生活介護】 計 7 

ピュアハート姫 1 はだし工房共同作業所 ② 

C-POWER Working&Support ドーラ 1 生活介護 優 ② 

けやきカレッジ １ 第３けやき 1 

就労支援多機能型事務所 ニッチ １ 東濃自閉症援助センター「かさはら」 1 

【就労継続支援 A型】 計 5 生活支援ハウス un・un 1 

クローバー工房 4 【自立訓練（生活訓練）】 計 1 

そら 1 JOBs COLLEGE 1 
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高等部

卒業

一般就労

・企業に就職

福祉就労

・障がい福祉サービス

の利用

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

就労移行支援事業所

生活介護

進学

・大学 ・専門学校

・職業訓練校

＜ 卒業生へのインタビュー ＞ 
Q：仕事が始まって３週間。社会人として（実習より
長い期間）会社で働いてみてどうですか？ 

A：自分が好きな作業だから、毎日楽しいです！ 
（R４年度卒業生・製造業） 

在学中に自身の適性や課
題にしっかり向き合って実
習等に臨んでいた先輩です。 
社会人として順調なスタ
ートがきれたようですね！ 



卒業後に利用できる障がい福祉サービス事業所について 
当校高等部卒業後の進路の一つとして『障がい福祉サービス事業所』の利用（福祉就労）がありま

す。『指定障がい福祉サービス事業所』とはどのようなところか紹介します。                                                     

※事業所情報は、岐阜県公式ホームページで公開されいてる、指定障がい福祉サービス事業所等一覧（令

和５年４月１日現在）より抜粋しています。 

事 業 だれが、どんなふうに利用する？ 主な事業所 

就
労
移
行
支
援 

・一般就労を目指す人（１～２年の短い期間の訓練

を受けることで、一般就労ができそうな人）。 

・職場探しの支援、就労後の定着支援が受けられる。 

・利用期間の目安として２年以内とされている。 

※職業自立のために働くことを学ぶ短期大学、専門

学校のようなイメージ。 

＜多治見＞ ピュアハート姫、けやきカレ

ッジ、ペイフォワード多治見、 

C-POWER WorkingSupportドーラ、 

＜土岐＞  アルムの家、ニッチ 

＜瑞浪＞ 

就
労
継
続
支
援 

Ａ
型 

・一般就労を目指す人（就労移行支援よりも長い期

間の訓練が必要な人）や、少しの支援を受ければ、

時給や賃金に見合った働きができる人。 

・利用期間の制限はなく、雇用契約を結ぶ。 

・岐阜県の最低賃金が保証されている。 

※支援付きのパート、アルバイトのようなイメージ 

＜多治見＞ フレンズ、そら、ルイメイ多治

見、あいぽいんと、 Hitsujigumo･Sun、

TRID、ききょう、まごころ 

＜土岐＞ クローバー工房、スマイル、 

アルムの家、シンセリティー土岐事業所、

こだま 

＜瑞浪＞ 工房さくらんぼ、ひだまり、 

夢中 KAMADO 

就
労
継
続
支
援 

Ｂ
型 

・一般就労を将来的には目指したい人（就労継続支

援Ａ型よりも長い期間の訓練が必要な人）や、軽作

業が中心の働く場が欲しい人。 

・身辺自立(トイレ、食事、着替えなどについて)が一

人でできている。 

・利用期間の制限はなく、こなした作業分は作業工

賃を受け取れる（事業所で作業種に差はある）。 

・言葉かけや治具などの支援を受けながら、基本的

には一人で軽作業に取り組める。 

※従来からある授産施設等の福祉作業所のイメージ 

＜多治見＞ けやき、優が丘、ピュアハート

姫、なごみの杜かさはら、 SWINGU、 

あいぽいんと、第 2 けやき、りあん、

COLOR WORK、ひまわり、ペイフォワー

ド多治見、あいぽいんと、つむぎ、ミライ

ク、ライフワーク多治見、Gab 

＜土岐＞ 東濃ワークキャンパス、ひだ作

業所、スマイル、アルムの家、ニッチ、 

ホーリークロスワーク、寺子屋、縁、 

＜瑞浪＞ どんぐり工房、ドリームプラザ、

むすび瑞浪 

生
活
介
護 

・生活する力を高めるプログラム等を中心に取り組

んだり、軽作業、レクリエーション、食事等で支援

を受けたりする。 

・日常生活の中で特に身辺自立、介助、見守り等の支

援を必要とする人。 

 

＜多治見＞ 優が丘けやき、なごみの杜か

さはら、はだし工房共同作業所、第 3けや

き、東濃自閉症援助センター「かさはら」、

第 4けやき、クリパラボ、天使の居場所、

ホットすまいる、陶技学園（第 1、第 2） 

＜土岐＞ 東濃ワークキャンパス、身体障

害者デイサービスセンター、アルムの家、

活支援ハウス un･un、寺子屋、生活介護 

優、岐阜県立はなの木苑、 

＜瑞浪＞ どんぐり工房、陶技学園（みず

なみ荘）、岐阜県立サニーヒルズ瑞浪 


